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学修者本位の教育の実現、学びの質の向上を目指した大学教育のDX構想（その１）

１．はじめに

女子栄養大学は、食を通して疾病を予防し、

人々の健康保持・増進のために貢献できる専門家

の養成を教育研究上の目的としています。卒業後

は、管理栄養士・栄養士はもちろん、フードスペ

シャリストなど、食を通した健康づくりに精通し

た各分野の専門職となって活躍しています。一昨

年からの世界的な新型コロナウィルス感染症の拡

大は、日常の行動様式に大きな変化をもたらしま

した。そのため、本学でも大学全体のDXを加速

して授業のあり方や方法を変革し、対面とオンラ

イン授業の良さを融合した、ニューノーマルな教

育を進展していく必要が生じています。

本稿では、2020年度に採択頂いた文科省「デ
ジタルを活用した大学・高専教育高度化プラン」
の概要について簡単に紹介します。

２．名称

テーラーメイド教育の実現を目指したDX推進

に係る統合型基幹システムの構築

３．概要

科学技術の進歩でデジタル化とグローバル化が

飛躍的に進み、社会は激変しています。そのため、

未来の社会の変化を見据えて、LMSの導入やe-

ポートフォリオなど、中長期

的に様々なデジタル化に取り

組んでICT教育を実践し、学

生に必要な資質と能力の育成

に努めてきました。しかし取

組みを進める中で、それらの

データが独立しているために

活用しきれず、データを統合

する必要性を感じていました。

さらに一昨年末からの新型コ

ロナウィルス感染症の流行で、高等教育における

オンライン授業が急速に広がり、デジタル環境下

での新たな教育システムの構築が必要となってい

ます。そこで本学では、文科省による教育DX補

助金の採択を受け、デジタル技術のさらなる活用

により教育の質を高める取組みに挑戦します。す

なわち、既存の膨大な学生の情報を連結し可視化

することで、学生一人ひとりの学びをリアルタイ

ムで把握して最適指導（アダプティブ・ラーニン

グ）へと導くものです。このようなテーラーメイ

ド型の教育は、多様化する学生の学士力を高める

ために必要な施策と位置付けられ、今後、本学の

教育理念を下支えすると考えています。

４．大学全体のDX推進計画

「実践力」育成のための学生個々へのきめ細や
かな指導を目標にして、既に様々なデジタル化に

取り組んでいます。単なるデジタル化の推進にと

どまらず、コロナ後をさらに見据え、学生の入口

から出口までの学修データを一元管理・分析する

システムを構築して、カリキュラム編成や教育内

容の見直しに活かすことが、機関全体としての最

終的なDX推進計画です。

DXの推進は、特に学生の学修状況をリアルタ

イムで把握して可視化を可能にするとともに、基
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図１　DXを活用したテーラーメイド教育
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の利用を実験・実習及び討論型授業や自学自修

により促進して、実習効果の向上に努めます。

６．目標と目指す成果

入学前から卒業までの学生の様々な情報を、自

動集約・連結して一元管理することで、学生の学

びを即時に把握できるようになると考えます。デ

ータの可視化・数値化を継続的に行い、縦断的か

つ多角的に解析して、LMSから学生および教職員

が適宜確認できるようにします。国家試験対策、

教育・研究、進路指導など、多岐にわたって個々

の学生の能力・進捗に合わせたアダプティブ・ラ

ーニングが実現できるようになり、最大の目的で

ある『テーラーメイド教育』の基盤を構築できる
と考えます。また、対面式を凌駕する学修効果を

もつ高度なデジタル教材の開発に取組み、自学自

修に有用な学修システムを作り上げるように発展

させていく予定です。

７．教育改善に向けた教職員の意欲の醸成

教育改善に向け、以下の施策に取り組んでいま

す。

①　FD講演会の定期的な開催：FD委員会が中心

となり、教育内容・方法等をはじめとする研究

や研修を４回／年、実施しています。「ティー

チング・ポートフォリオの基礎を理解する」や

「コロナ禍のオンライン授業のツールの活用」

などを実施して、DXに不安のある教職員をサ

ポートしています。

②　教員評価の実施と学生による授業評価の活
用：教員評価や授業評価を解析し、次年度の授
業内容の改善に活用しています。

③　教員間授業公開：FDの一環として、教員間

の授業公開をセメスターごとに行い、授業改善

に役立てています。また昨年度は、オンライン

授業を円滑に進められるようにプロジ

ェクトチームを組んで、DXの推進に努

めています。

８．おわりに

テーラーメイド教育の実現に向け、

ICT機器の活用だけでなく、従来のアナ

ログ要素を見直して、より良い教育改

善を目指します。

礎的な技術習得のプログラムの開発も容易にする

と考えます。即時解析された学修状況に加え、学

生の志向、意欲、吸収力、理解度に応じて、次の

学修目標やプログラム、科目等を選択して、個々

の学生に合わせて学修を進める『テーラーメイド
教育』の実現を目指します。すなわち、食と保
健・医療・福祉に関わる専門分野で学修意欲の高い

人材を養成することに活用できる本学のシステム

は、全国で資格取得を目指す他の高等教育機関全

体に対しても広く普及できるものと考えられます。

５．具体的内容

①　統合型基幹データベース（DB）システムの
構築：学生情報と学修における情報を同一のデ
ータベースで連結し、学生の一人ひとりの学び

をリアルタイムで把握します。

②　基幹DBに連結されたデータの解析システム
の導入：基幹DBに自動集約・連結されたデー

タを「Tableau（タブロウ）」を用いて選択し、

縦断的・多角的に解析します。

③　学生個々人の学修状況並びに進路の可視化・
数値化とフィードバック：教職員、学生、保護
者への的確なデータ提供を図るため、基幹DB

へ成績・GPAや進路状況、入試区分や入試にお

ける成績などのデータを順次追加して、統合型

DBを完成させ、多角的な解析を進めて視覚

化・数値化を進めます。

④　ハイブリッド型授業の推進のための実験実習
のデジタル化した教材作成：ニューノーマル世
代の自学自修可能なデジタル教材の作成に挑戦

します。

⑤　自学自修を促進するデジタルコンテンツの利
用促進：ネットワークカメラ収録システムとタ
ブレット100台を装備し、多様なデジタル教材

図２　具体的な５つの取組み


